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グローバル時代におけるＩＣＴ政策に関するタスクフォース 

政策決定プラットフォーム（第４回会合） 

 

１．日 時：平成２２年１２月１４日（火）１８：００～１９：００ 

２．場 所：総務省７階 省議室 

３．出席者 

 (1)構成員 

  黒川 和美（座長）、相田 仁（座長代理） （過去の競争政策のレビュー部会） 

  山内 弘隆（座長）、徳田 英幸（座長代理）（電気通信市場の環境変化への 

対応検討部会） 

  岡 素之（座長代理） （国際競争力強化検討部会） 

  金子 郁容（座長）、村上 輝康（座長代理） （地球的課題検討部会） 

 (2)総務省 

  片山総務大臣、平岡総務副大臣、森田総務大臣政務官、小笠原総務審議官、山川総務

審議官、利根川情報通信国際戦略局長、桜井総合通信基盤局長 

４．議 事 

 (1)各部会からの最終報告等 

  ①過去の競争政策のレビュー部会 

  ②電気通信市場の環境変化への対応検討部会 

  ③国際競争力強化検討部会 

  ④地球的課題検討部会 

 (2)意見交換 

５．議事録： 

【小笠原総務審議官】  それでは、まだ定刻にはちょっと早いようでございますけれど

も、グローバル時代におけるＩＣＴ政策に関するタスクフォース政策決定プラットフォ

ーム第４回の会合を開催させていただきます。 

 本日の会合は、報道関係者の方々に公開しておりますので、あらかじめご了承願いた

いと思います。 

 それから、事務的なご連絡でございますが、ご発言を始める際にはお手元の緑色のボ

タンを押していただきまして、終える際には再度押していただければありがたいと思い
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ます。 

 それでは、まず最初に片山総務大臣からごあいさつをお願いします。 

【片山大臣】  総務大臣の片山です。この会には私、９月１７日に大臣を拝命いたしま

してから初めて参加させていただくことになりました。構成員の先生方には昨年の１０

月からと伺っておりますけれども、１年有余にわたりまして熱心にご議論いただきまし

て大変ありがとうございました。ＩＣＴをめぐるいろいろな重要な問題について多方面、

多角的な視点から検討を加えていただいたものと承知しております。今日は私もここで

それぞれの部会からのご報告を一同で伺って、これを今後の政策にぜひいかしていきた

いと思っているところであります。 

 先般、沖縄でＡＰＥＣの一環として情報通信の担当の大臣会議が行われまして、私も

経済産業省の松下副大臣と一緒に主催者として出席をしたのでありますけれども、各国

ともこのＩＣＴの問題については非常に熱心でありまして、アグレッシブでありました。

それぞれの国や地域の抱える課題というのは違う面もありますけれども、共通の面もあ

ります。また、現状が異なっている面もありますし、また、お互いに切磋琢磨して同じ

共通の場所へ向かって進むという面もありました。いずれにしてもわが国の秀でている

面はこれからさらに伸ばしていくということと、それから、劣っていると言うと言い過

ぎかもしれませんけれども、課題として抱えている部分についてはこれを克服していく

ということがまことに重要だということをこのＡＰＥＣの一環の会議の中で私、担当大

臣として痛感したところであります。 

 そういう問題意識も含めて皆さん方からのご提言というものを受けとめて、これを先

ほど言いましたように政府の施策として、できるだけ実現していきたいと、こう考えて

いるところでありますので、今日はよろしくお願い申し上げます。 

 ありがとうございました。 

【小笠原総務審議官】  ありがとうございました。 

 それでは、議事に入らせていただきます。まず、各部会からの検討結果につきまして、

各座長から恐縮でございますが１０分程度でご報告をいただければと思います。また、

過去の競争政策のレビュー部会、それから電気通信市場の環境変化への対応検討部会、

合同でご審議をこれまでいただいておりましたので、２部会まとめてご発表いただきた

いと思います。 

 それでは、電気通信市場の環境変化への対応検討部会の山内座長からお願い申し上げ
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ます。よろしくお願いいたします。 

【山内座長】  はい、承知いたしました。 

 それでは、お手元の資料に「『光の道』構想実現に向けて─取りまとめ（概要）─」

というパワーポイントの印刷と、それからその報告書がございます。説明はパワーポイ

ントの印刷に従いましてさせていただきます。 

 今ご紹介いただきましたように、過去の競争政策のレビュー部会と、それから電気通

信市場の環境変化への対応検討部会と合同でやってまいりまして、その取りまとめの案

でございます。この部会では、これから「光の道」構想をいかに実現していくかという

ことについて議論をしてまいりました。報告書は４章立てになっておりまして、「光の

道」構想を推進することの必要性、それから未整備地域でのＩＣＴ利活用の整備の推進、

それからここがポイントでございますけれども、ＮＴＴの在り方を含めた競争政策の推

進、それから今後の対応、利活用の促進、この４つとなっております。 

 最初の第１章でございますが、「光の道」構想の推進ということで、言うまでもなく、

情報通信市場の発展にはインフラとサービスの有機的な連携が不可欠であるということ

です。このために「光の道」構想を推進して引き続き世界をリードするようなＩＣＴ環

境を構築する必要があるということであります。このときに、基本的な今回の報告書の

スタンスでございますが、競争政策の推進ということを言っております。競争政策の推

進が市場の活性化、インフラ整備の促進、利活用の向上につながるということでありま

す。ただ、それだけでは十分ではなくて、例えば過疎地域等で国の、あるいは地方の一

定の役割があるということ、それを前提として超高速ブロードバンドの基盤を作ってい

くということでございます。 

 ２章で、まずは未整備地域におけるＩＣＴ利活用基盤の整備の推進ということで現

在９０％まで進んだその整備を１００％までもたらすにはどうしたらいいかということ

であります。これも基本的には民間主導で整備をするということでございますが、ただ、

それでは十分ではないというところには、公設民営方式を含めまして、地方公共団体が

一定の関与をする。そのときソフトと一緒になって関与するということに対して、国が

財政的支援を講じることも必要であるというように書いております。いわゆるＩＲＵと

言われるものでございます。 

 それから、第３章、ここが報告書の基本でありますけれども、ＮＴＴの在り方を含め

た競争政策の推進ということであります。ここでは５つの項目について述べてございま
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す。アクセス網のオープン化、それから中継網のオープン化、ボトルネック設備の同等

性確保の在り方、ユニバーサルサービスの在り方、それから市場変化への対応と、こ

の５つでありますが、基本的には前半の３つが重要です。アクセス網、中継網、それか

らボトルネック設備の問題、これに焦点を当てて議論をしてまいりました。 

 まず、アクセス網のオープン化等の在り方でございますが、これは２つありまして、

一つは設備競争の促進ということであります。特に線路敷設基盤の開放ということでし

て、これはこれまでもかなり進んではきておりますが、具体的にどのようなことが課題

であり、解決策はどうなのかということを検討していく必要があるということでありま

す。設備競争の大きなポイントは、２つ目のワイヤレスブロードバンドの整備・普及と

いうことであります。申し遅れましたが、今回の「光の道」について、我々の検討の結

果、物理的な光ファイバーでそれを達成するというだけではなくて、ワイヤレスという

ものを併用することによってそれを実現していこうという、こういうスタンスでござい

ます。その意味でもこれは非常に重要な点ということでございます。 

 そこで、既存の周波数利用者に立ち退いていただいて、新しい、使えるような周波数

対応をする。いわゆる再配分をするということをここで言ってございます。その際、こ

れは大変なコストがかかるわけでありますが、まずは移行のコストについてはオークシ

ョン的な考え方を入れてその費用を負担してもらったらどうかということを提言してお

ります。これは我々の結論でありますけれども、さらにこういった移行コストだけでは

なくて、周波数の割当て自体をオークションで行ってはどうかと、こういうような議論

がございます。これについてはワーキングでも、そして部会でもいろいろな意見を出さ

れまして、かなり議論のあったところであります。これについてどうするかということ

について、一応報告書の中では検討を進めるということでございますが、方向性につい

てはこういった場でご議論いただければと思っております。 

 それから、サービス競争でありますけれども、サービス競争は、いわゆる３０％にと

どまっているサービスの利用を１００％に近づける方策ということで、サービス競争の

基盤を作るということであります。これについては、何といっても加入光ファイバー接

続料の低廉化であります。それについて実際にどのように接続料金を設定するのか。特

に、シェアドアクセス方式の場合に分岐単位で接続料を設定するか否かと、このような

ことについて具体的な検討を早急に２３年度以降に進めるべきだという結論になってご

ざいます。 
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 続きまして中継網ですけれども、中継網のオープン化につきましては、いわゆるＮＧ

Ｎ（次世代ネットワーク）についてどのように考えていくかという問題でございます。

これについては多様な電気通信事業者あるいはコンテンツ事業者が非常に多様に、オー

プンに、柔軟にサービスを提供できるような環境にすべきだということで、適時適切に

オープン化を促すというのが基本でございます。特にいわゆる現状でのＰＳＴＮ（公衆

交換電話網）のマイグレーションという問題がございますので、その早期実現を図ると

いう意味からも、ＮＧＮで現状では実現されていないサービスの扱いをまずは整理する

ということ、さらにそのプラットフォームをオープン化するという、こういう必要性を

論じております。そして、そういったＮＧＮの本来の在り方、オープン化の在り方につ

いて、速やかに議論を開始する必要があるのではないかという結論に達したところでご

ざいます。 

 それから、３番目がボトルネック設備利用の同等性確保でありますが、これは基本的

に内外部差別といいましょうか、要するにそれを持っている事業者とそうでない事業者

が利用したときに無差別になるような、同等性になるようなと、こういうことでござい

ます。これについてはこれまでもいろいろ措置が講じられてまいりましたけれども、公

正競争上の問題が指摘されており、また、昨年になりますが、ＮＴＴ西日本の問題とい

うものもございました。そのため、これを深く議論すべき、あるいは何らかの措置をと

るべきと、こういうことでございます。 

 そこで、３ページ目のパワーポイントの下にございますが、その方向性として一つ、

構造的な措置をとるのか、あるいは非構造的な措置をとるのかという問題があります。

構造的な措置の中には資本分離、あるいは構造分離ということで、現状のＮＴＴの在り

方を大幅に変える、その変え方にもこういうことがあるということがあります。一方、

非構造的措置ということであれば機能分離ということが考えられるのではないかという

ことで、我々としてはこの３つについて検討したということでございます。 

 ４枚目ですが、ここにありますように、結論的にはＮＴＴ東西のボトルネック設備保

有部門について速やかに機能分離を行うというのが最も現実的かつ効果的ではないかと

いうことでございます。評価の視点といたしましては、①から⑥までございまして、設

備競争、サービス競争の促進、あるいは国民のアクセス権の保障、グローバル競争への

対応、ＮＴＴ株主への影響、実現のための時間、コスト、「光の道」整備促進というこ

とでございます。基本的には、この４番目と５番目のＮＴＴ株主への影響、それから実
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現のための時間、コストの問題、このようなところから考えると最も効果的かつ現実的

なのは機能分離ではないかという結論に達したということであります。 

 これに関連いたしまして、いわゆる光アクセス会社構想というものが提起されまして、

いろいろな具体的な提案がなされているところでございますが、我々としては、表の下

にありますけれども、事業成立の可能性あるいはメタルから光のマイグレーションに係

る諸課題ということを考えますと、実現にはかなり不確実性が高いというような結論に

至ったということでございます。 

 ５ページ目は、具体的にボトルネック設備の同等性確保についてどのように機能分離

をしていくかということでありますが、これは、例えば金融のような他部門でもそのよ

うなファイアーウォール規制がございますので、そのようなものも参考にしてファイア

ーウォールを厳格化するということ。具体的な措置としてボトルネック設備部門と利用

部門で物理的な隔絶、あるいは情報遮断というものを徹底すると、このようなことで競

争体制を整備することを指摘してございます。 

 それから、もう一つは子会社との一体運営の問題でございまして、ＮＴＴの場合、県

域等子会社に業務をアウトソーシングしているわけでございますが、そういったところ

でこのような同等性が損なわれるのではないかという指摘がございます。この点、子会

社を含めた遵守義務をここで課したらどうかという結論になっております。 

 それから、一方で業務範囲ですけれども、先ほどのＮＧＮという非常に広域的なネッ

トワークというものが出現してまいりますと、ＮＴＴ東西の業務範囲自体の現状の規制

について、一定の限界があるのではないかというご指摘がございました。議論した結果

ですが、公正競争というものを厳に確保した上で、そのような業務の範囲の見直しとい

うものを行っていくことにも一定の合理性があるのではないかという結論に達してござ

います。 

 ６枚目はユニバーサルサービスでございますけれども、これについては情報通信審議

会で議論されて答申が出ております。その答申では、基本的に光ＩＰ電話をユニバーサ

ルサービスに加えるということです。ただし、それについてはユニバーサルサービス基

金からの補助は行わないということではございますが、そのようなものを加えるという

こと、それから将来的にはブロードバンドアクセスをユニバーサルサービスに加えると

いう方向がありますが、現状では時期尚早ではないかということであります。 

 それから、今後の市場環境の変化への対応ということでありますが、欧州でＳＭＰ、
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いわゆるSignificant Market Powerというような規制方式があり、このようなものを導

入して、より別の形で市場支配力を規制したらどうかという議論がございます。これに

ついても議論させていただきましたけれども、これはメリット、デメリット両方あるわ

けですが、この規制方式というのは現状の規制方式と全く違いますので、すぐにこれを

導入するというわけにはいかないというのが結論でございまして、これについても引き

続き検討を行うという必要があるということだと思います。 

 それから、最後に今後の検証ということで、これからどのようにここで提言したこと

を実現していくかということでありますが、規制の遵守義務とか、あるいは競争状況の

状態というものをウォッチしていくということ、さらに一定期間経過後に今回の措置の

有効性とか、あるいは適切性を全体的に検証した上で見直しを行うことが適当であると

考えてございます。ただ、これについては、例えば、一定の期間を設けるのかとか、あ

るいは何らかの目標をつけるのかと、このようなご議論もございまして、この辺も部会

で我々が提案したところから若干の修正をさせていただいて明確化したところでござい

ます。 

 最後に４章でございますが、これは規制改革等によるＩＣＴ利活用の促進ということ

で、具体的にはおそらく国際競争力強化検討部会、地球的課題検討部会から報告される

内容かと思います。このような形で利活用を図ることが必要であるという報告になって

ございます。 

 時間を少し超過いたしましたが以上でございます。ありがとうございました。 

【黒川座長】  付け加えさせていただいてよろしいですか。 

 過去の競争政策のレビュー部会と電気通信市場の環境変化への対応検討部会を合同で

して、大事なところはみなワーキンググループを作って議論していただいたのですが、

全体を見ていますと、合同部会の委員とワーキンググループの委員の中で、最後のとこ

ろまでも意見がなかなか合わなかったと。その一つが、また曖昧に終わってしまうので

はないかということ、それから、どこまで行ったときに今やろうとしていることがまず

いということで、次の新しいステップに行くべきなのか、そういう議論が何人の方から

も出ていたということ、これを私から付け加えさせていただきたいと思います。 

 今回、とても議論が多様になったのは、良かったのか悪かったのかわかりませんが、

これまではずっとＮＴＴと他の会社という感じの対応だったのですが、今回、ソフトバ

ンクという会社が強引にというか、ものすごい提案をされてこられて、そのためにみん
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なが混乱するということが起こったのですけれども、しかし、そういうやり方をしてい

っていただけるほど過去の競争政策の結果、ソフトバンクもＫＤＤＩももちろん議論し

てくださる、そしてＮＴＴも議論してくださるということで、前よりはずっと競争環境

が良くなってきており、これほどに大きな話題を作り上げてくれているので、将来のこ

とをイメージしてこれから政策に急いで入っていっていただけるような選択をしていた

だきたいと思っています。 

【小笠原総務審議官】  どうもありがとうございました。 

 引き続きまして国際競争力強化検討部会の岡座長代理からお願い申し上げます。 

【岡座長代理】  本日は寺島座長が所用でご欠席のため、座長代理である私が国際競争

力強化検討部会の最終報告書についてご説明申し上げます。「最終報告書（概要）」に

基づいて説明をさせていただきます。 

 概要の１ページ目をごらんください。５月１８日に開催されました政策決定プラット

フォームにおいて寺島座長より中間取りまとめについてご報告させていただきました。

中間取りまとめに掲げた重点推進プロジェクト等について、政府が取りまとめました

「新たな情報通信技術戦略」等に多数盛り込んでいただきました。これらを踏まえまし

て、１０月５日の会合にて「最終報告書」を取りまとめたものでございます。 

 概要の２ページ目をごらんください。最終報告書の構成でありますが、「基本理念」

としてＩＣＴによる持続的経済成長の実現、日本のＩＣＴ総合力の発揮、グローバルな

協働関係の構築の３点を提示しております。基本理念に基づきまして、ＩＣＴグリーン

プロジェクト等の５つの「重点推進プロジェクト」、それからグローバル展開推進体制

等の「連携推進体制」、さらに研究開発及び標準化戦略の「技術戦略」の３点からなる

「重点戦略分野」を掲げ、施策の達成目標、年限等を「工程表」として策定しておりま

す。 

 概要の３ページ目をごらんいただきたいと思います。基本理念として３点を提示して

おります。１点目は、グローバル市場の成長を取り込んだＩＣＴ産業への転換という視

点でございます。２点目としましては、ＩＣＴによる課題解決モデルを構築し、各国に

貢献するという「課題先進国」としての国際貢献という視点でございます。３点目とし

ましては、単なる日本の製品・サービスのグローバル展開ではなく、グローバルな協働

関係に基づくシステムづくりという視点でございます。 

 次に概要の４ページ目をごらんください。重点推進プロジェクトとして５点提示して
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おります。１点目は、ＩＣＴグリーンプロジェクトでございます。スマートグリッド等

の推進、ＩＣＴグリーン関連システムのスケールアウトの推進といった点を提示してお

ります。２点目は、「次世代社会インフラシステム」の国際展開であります。具体的な

モデルシステムを構築し、展開することが必要であります。また、地デジ等、わが国が

強い分野を強力に展開していく必要性を提示しております。３点目は、デジタルネイテ

ィブ世代のパワーを活かした新事業の創出支援、高度ＩＣＴ人材の育成といった点を提

示しております。４点目は、デジタルコンテンツ創富力の強化であります。日本初のＪ

コンテンツの発信力の強化、流通環境の整備といった点を提示しております。５点目は、

スマート・クラウド戦略であります。医療、教育、農業等における普及支援や社会イン

フラの高度化を推進する「利活用戦略」、リアルタイムデータの活用といった「技術戦

略」、国際的なコンセンサス醸成等の「国際戦略」の一体的な推進の重要性を提示して

おります。 

 その他、重点推進プロジェクトを進める上でのベースとなる連携推進体制と技術戦略

については２ページ目にお戻りいただきたいと思います。グローバル展開推進体制の確

立のためのコンソーシアムやアジア連携ネットワーク基盤の構築、ファイナンス面での

支援の充実といった３点を提示しております。次のシーズを生み出していく技術戦略と

して新世代ネットワークの研究開発等を盛り込んだ研究開発戦略と標準化戦略のあり方

等を盛り込んだ国際標準化戦略の２点を提示しております。 

これらの施策実現に向け、達成目標や年限等を盛り込んだ工程表につきましては、別

冊のとおり取りまとめておりますので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

  以上、最終報告についてご報告させていただきました。 

【小笠原総務審議官】  ありがとうございました。 

 最後に地球的課題検討部会の金子座長、よろしくお願い申し上げます。 

【金子座長】  それでは、金子から地球的課題検討部会の報告をいたします。膨大な資

料でございますけれども、繰っていただきまして、「地球的課題検討部会 最終報告書

（概要）」というもの、それとその次にあります写真が出ております事例について発表

させていただきたいと思います。概要のほうで、２ページ繰っていただきまして、２ペ

ージ目に最終取りまとめ全体像がございます。これを見ていただきながら説明を聞いて

いただければと思います。 

 ほかの部会と同じように、私たちも現状と課題の分析を踏まえて、その解決法を提示
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するための基本理念というところから始めました。多分、私たちの部会で一番ほかの部

会と違う特徴的なところは、最初の基本理念ではないかと思います。政策パラダイムの

転換というふうに書いてありますが、一言で言いますと、国民一人一人がＩＣＴで生活

や社会がよくなったと実感できるということを基本中の基本に置くということです。こ

れまでともすると技術開発は事業者中心になりがちであったところを利用者中心にする。

また、組織中心から国民中心に、技術中心から人間中心へと政策の転換を図るというこ

とです。もちろん技術が大事なことは言うまでもございませんが、利用者の立場からこ

れを最初の理念といたしました。 

 次の２番目は国際競争力強化検討部会とかなり重複するところがございますが、国際

貢献という視点です。ご承知のようにわが国は今、少子高齢化が急速に進んでおります。

また、環境負荷の問題も解決がまだ遠いという状態でございます。大変たくさんの課題

を抱えておりますが、しかし、これらの課題はアジアのさまざまな国、またほかの国々

も早晩直面する、いわば人類共通の課題です。もし日本がＩＣＴを利活用することによ

ってこれらの課題についての解決への道筋を示せるとすれば --- 私は分野によっては

日本は確実にその道を示しつつあると思っております。片山大臣がさきほど指摘された

「強い分野」ですね --- かなり大きな国際貢献ができる可能性があるというのが２つ

目の基本理念です。 

 ３つ目は新しいタイプの成長への寄与です。ＩＣＴが国民一人一人にあまねく質の高

いサービスを提供することを可能にするための大きな力を持っていることは言うまでも

ございません。それとともに無駄を省くということでコストを削減し、これは仕組みを

しっかりつくればということですが、そしてちょっと古い言葉でパワー・トゥー・ザ・

ピープルという言い方が昔ありましたが、一人一人の力をちゃんと発揮させるというこ

と。その大きな力を発揮させるということによって、これは先ほど利用率が三十数％し

かないという話がありまして、ここら辺は課題だと思いますが、新しい形での、これま

でとは違う成長という姿を提示できるのではないかというのが３つ目の基本理念でござ

います。 

 これらの３つの基本理念を踏まえまして、環境、医療、教育、行政という４つの重点

戦略分野、そして横断的視点として２つの分野を切り取りました。１つずつごく簡単に

説明をいたします。 

 環境につきましては、ＩＣＴ産業自体のグリーン化、これは省エネとかＣＯ２の削減
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です。それとともに、ＩＣＴによるグリーン化、これは先ほど来お話もありました、国

際競争力強化検討部会でもありましたスマートグリッドやマイクログリッドなどを含む、

日本でかなり強くなりつつある分野です。さらに、それとともに、緑の分権ということ

を推進していくということを提示いたしました。 

 ２点目は医療です。ＩＣＴを積極的に活用することにより、遠隔医療とか医療データ

の共有のためのシステム構築などを進め、医療サービスの質の向上、また地域格差の是

正、また効率化ということが可能になり、コスト削減も大幅にできるということを提示

いたしました。 

 ３つ目の教育では、これも先ほども言及がございましたけれども、互いに教え合うと

いう協働の体制はＩＣＴが得意なところでございます。また、学校と地域の不信感を払

拭するといったようなことに教育クラウドなどは大きな力を発揮するということを提示

いたしました。 

 ４つ目は行政でございます。民間のＩＤや公的認証手段の利活用をするなどによって、

官民の情報共有をしっかりする、利用者のニーズを明確化するということが大事かと思

っています。これは、行政改革、地域主権を実現する本丸ではないかと考えております。 

 そのほか、地域の絆を再生することを含め、横断的な視点、特に人中心の技術開発で

は若手の研究者に夢を持たせるような開発、ないしは安心を充実させるような研究開発

の提案をいたしております。それとともに、ＩＣＴの利活用の普及の障壁となっている

規制の改革、これは省庁間の壁というもの自体が規制になっている部分もございますの

で、それを含めて取り組んでいくということ。また、先ほどこれも国際競争力強化検討

部会からありましたが、国際的競争力をつけ、また普及をするためには国際標準化とい

うことに対して日本も真剣に取り組む。これまでのようにデジュール標準に重きを置く

だけではなく、デファクト標準を積極的に進めていくということをしないといけないと

いう提示もいたしました。これらの重点分野ごとの具体的取組については、達成目標や

年限などを盛り込んだ工程表をつくっております。 

 さて次に、写真のある資料を、これは一つのＩＣＴ利活用の事例ですけれども、簡単

に説明したいと思います。この写真は岩手県遠野市、これは総務省と厚生労働省合同の

懇談会の関連で進めているものです。岩手県遠野市は人口３万人、高齢者率３３％、産

婦人科医がゼロ、循環器の常駐の専門医がゼロという医師不足がある地域です。これは

この地域だけでなく、過疎化、高齢化が進み、また、医師不足で健康、医療に対する不
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安があるということは、日本のさまざまな地域に蔓延しております。このような地域格

差を是正するために、安価な機器を使ったＩＣＴの利用によるコミュニティー型の遠隔

医療というのが各地で始まっております。 

 次のページに行っていただきますと、最先端の医療センサーなども使うことが見守り

に大変有効であります。実は通信機能付きの医療用センサーは日本のメーカーが市場

の１００％をほぼ取っているという、技術的に戦略的な分野であります。 

 次のページに行っていただきまして、これは遠野市の健康指標の数値の、遠隔医療実

施の事前・事後のデータ比較です。青が事前、赤が事後ですが、皆さんが歩き始めて歩

数が増えると、実に６０歳、７０歳のお年寄りの筋肉率がアップする。コレステロール

が下がり、体脂肪が下がり、血圧が下がるという結果が目に見えて出てくると、またそ

れが励みになって、また健康指標が向上するという好循環が起こっています。 

 次のページ、これは参加した皆さんの意見ですが、遠隔医療相談だけではなく、実

は１週間に一遍集会所に集まり、みんなで楽しく話し合い、運動や食事をともにして健

康のことを話題にするということが非常に有効だという意見が出ております。みんなで

話し合うことで健康に自信がついた、奥さんと一緒に旅行ができるようになったという

ことなど、たくさんの事例があります。これ、現在は４００人規模でやっております。 

 あと数ページ飛ばしていただいて、一番最後のページを見ていただくと、食生活、食

習慣が変わり、運動が増え、体の調子がよくなった。これはまさに先ほどの基本理念１

で申し上げました、生活のレベルでもって役に立つということが実感できるということ

です。しかし、これはローカルな一つの地域の事例でございます。これを日本中に広げ、

またグローバル展開して国際協力をしていくという視点が大事かなと思っています。 

 多分、まだ、一、二分持ち時間があると思いますので、村上座長代理から一言ありま

したらよろしいですか。 

【村上座長代理】  もう議論ということで少し長めに発言してよろしいでしょうか。 

 今、概要資料で金子座長から②の医療について詳しい説明がございましたので、私の

ほうからはまず④の行政のところについて発言させていただければと思います。第２回

の政策決定プラットフォームの会合で、国民ＩＤ制度について議論する電子政府推進ワ

ーキンググループを設置すべきという指示をいただきまして、約半年間、１０回の議論

を重ねてまいりました。私自身、電子政府につきましては１９９４年から１５年以上に

わたってかかわっているのですが、電子政府の議論には横の問題と縦の問題という、２
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つの本質的に性質が違う問題があると思います。 

 横の問題ですが、税とか社会保障とか住民基本台帳、例えばこういう３つのものがば

らばらに３つの省庁によって管理されているという状況がある中で、一人一人の国民に

ひもづけられるような連携が行われていないという現実があります。ここに連携があれ

ば非常に高い行政効率が出てくるはずなのですが、十分な効率が出せないでいます。 

 縦の問題ですがについて、国民が電子政府を利用しようとするときに、例えば住民票

を取ろうとしたり納税しようとしたりするときには、公的個人認証が前提になっていま

す。が、その場合には住基カードを入手して公的個人認証を受ける必要があります。さ

らにパソコンで手続きするためにはリーダーを買ってきて、ドライバの設定もしなけれ

ばいけないなど、いろいろなハードルがございます。このようなハードルの高さによっ

てなかなか電子政府の利用性が高まらないという現実があるというのが縦の問題です。 

 横の問題につきましては、このワーキンググループの検討を始める段階で社会保障・

税に関わる番号制度に関する検討会が非常に詳細な検討を開始いたしましたので、この

ワーキンググループでは主として縦の問題、国民が電子政府を利用するときのハードル

をいかに低くしていくかという問題を議論いたしました。今、納税や住民票取得をオン

ラインでやろうといたしますと、公的個人認証が前提になり、その電子証明書を入手し

なければいけません。この証明書自体は今年の３月の段階で１４６万枚という普及の状

態でございます。これは経済活動人口の３％ぐらい、人口の１％程度という現状です。

これを放置したままでいきますと、いかにいい制度が実現しましても、使う段になりま

すとこの１％程度の国民しか直接アクセスできないという現実がございます。これを早

急に何とかしなければいけないという問題意識のもとでワーキンググループは、一つは

公的個人認証サービスの利用拡大を図るということ、もう一つは既存の民間のポータル

事業者、あるいは携帯電話事業者等が持っておりますＩＤとか認証手段を電子政府や電

子自治体に国民がアクセスする手段として使えないだろうかという検討を行いました。

この議論はこれからＩＴ戦略本部での議論の俎上にのぼっていくわけですが、この問題

がどう扱われるかを注視してゆく必要があるというのが第１点でございます。 

 第二に、③の教育についてでございます。この第１行目にＩＣＴによる協働型教育改革

の実現というのが出ておりますが、ここではこういう提案をさせていただきました。ただ、

これの中身になりますフューチャースクール推進事業につきましては、１１月の事業仕分

けの対象になりまして、廃止ということになっております。この最終取りまとめが出る前
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に、廃止が宣言されたという妙な状況になっているのですが、今、学校教育の情報化は文

部科学省でも検討しておりまして、私も参加しております。私の理解では電子教科書とか

教材コンテンツのようなソフトの部分は文部科学省がやり、インフラとか機器のようなハ

ードの部分は総務省がやるというような形で進行していると理解しております。このまま

で行きますと、これは片肺飛行になりかねないという現状がございます。日本にとって重

要なこと、やらなければいけないことは、やらなければいけないわけでございますので、

ここについては粘り強い対応を期待したいと思います。 

 以上でございます。 

【小笠原総務審議官】  ありがとうございました。 

 それでは、これから４つの部会のご報告を踏まえた意見交換に移りたいと思いますけ

れども、最初に平岡副大臣のほうからご発言をいただきたいと思いますので、よろしく

お願い申し上げます。 

【平岡副大臣】  総務副大臣の平岡秀夫でございます。今日は４部会のほうからご報告

をいただきまして大変ありがとうございます。もともと始まったときは、前の原口大臣

以下の体制であったのが、この９月に全員がかわってしまうというようなことで、皆さ

ん方にも大変ご迷惑をかけた点もあろうかと思いますけれども、我々もグローバル時代

におけるＩＣＴ政策というものの重要性についてはしっかりと認識して取り組んでいき

たいと思って、今日まで皆さん方とともにいろいろな部会にも私も参加させていただい

たところでございます。 

 今日も本当に広範囲にわたって多角的な観点からのご指摘をいただきました。大変に

ありがとうございます。今、村上座長代理からもお話がありましたけれども、決して政

府の中におけるＩＣＴに対する理解、総務省が進めようとしているＩＣＴ政策に対する

理解というのは必ずしもいい環境にあるわけではなくて、いろいろな役割分担をどうす

るかということの中で大変苦労はしておりますけれども、我々も一生懸命、今、政府の

中でも平成２３年度、来年度の予算編成の中でも予算の獲得に向けて頑張っております

し、税制の中でもさらに円滑に物事が進められるような、そういう努力もさせていただ

いているところでございます。 

 そういう意味で、国際競争力強化検討部会、地球的課題検討部会のほうからご報告い

ただいた事項については、現在の予算編成の中でも努力していることに加えて、これか

らもしっかりと中長期的な視点に立って我々としても政策を進めていきたいと、このよ
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うに思っているところでございます。 

 ところで、最初にご報告をいただきました過去の競争政策のレビュー部会、電気通信

市場の環境変化への対応検討部会の「光の道」の関係でございますけれども、精力的に

ご協議をいただいたわけでございますが、我々としては制度的な問題について、これか

らどうしていくのかということについて、私たち総務省の政務三役ももっと具体的なこ

とを世の中に提示をしていかなければならないのではないかというような気持ちを持ち

まして協議をしてまいりました。これから私たちが考えている過去の競争政策のレビュ

ー部会、電気通信市場の環境変化への対応検討部会における課題になっている部分につ

いての基本的な方針について皆さん方にちょっとお示しをさせていただいて、皆様方か

らご意見をいただき、あるいはご協議をいただいて、これからの方針について合意が図

られれば幸いだと思っております。 

 それでは、ちょっと紙を配っていただきたいと思います。大変恐れ入りますけれども、

読み上げる形で説明させていただいたほうがより正確、かつ理解がしやすいかと思いま

すので、読み上げさせていただきたいと思います。 

 「光の道」構想に関する基本方針（案） 

 １、合同部会の最終取りまとめで指摘された事項については、次のとおり進める。 

 ①機能分離の実施、子会社等との一体経営への対応、業務範囲の弾力化については、

具体的内容を早急に確定し、関係法律の改正案を次期通常国会に提出する。これは電気

通信事業法及びＮＴＴ法の一部改正ということになります。 

 ②加入光ファイバー接続料について、その低廉化に向け、総務省及びＮＴＴにおいて、

平成２３年度以降の接続料算定方法の見直しに向けた具体的な検討を早急に開始し、年

度内を目途に成案を得る。 

 ③次世代ネットワーク（ＮＧＮ）において実現すべきアンバンドル（細分化）機能・

サービスやＩＰ網への移行（マイグレーション）に伴う課題について、その実現方法や

コスト負担のあり方を含め、総務省及び関係する通信事業者・インターネット接続事業

者（ＩＳＰ）などにおいて、速やかに検討の場を設け、来年中を目途に成案を得る。 

 ④ワイヤレスブロードバンド事業者による既存の周波数利用者の移行コストの負担に

関し、オークションの考え方を取り入れた制度を創設するため、関係法律の改正案を次

期通常国会に提出する。これは電波法の一部改正になります。 

 ⑤次世代移動通信システムなど新たな無線システムに関しては、諸外国で実施されて
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いるオークションの導入についても、早急に検討の場を設けて議論を進める（新無線シ

ステム移行までに関係法律の改正が間に合うように結論を得る）。この括弧書きにより

まして、結論としては来年中、または再来年中には出さなければこの移行に間に合わな

いというような状況だというふうに認識はしております。 

 ２、今回、合同部会の最終取りまとめに盛り込まれた措置については、以下のような観

点から、毎年度の継続的なチェックに加え、制度整備の実施後３年を目途に、その有効

性・適正性について、包括的な検証を行う。 

・ＮＴＴ東西における規制の遵守状況 

・料金の低廉化や市場シェア等の動向 

・「光の道」構想に関する取り組み状況等 

３、包括的な検証の結果、「光の道」実現への進展が十分でない場合には、さらなる措置

について検討を行う必要がある。特に、公正競争環境が十分に確保されていない場合に

は、ボトルネック設備のさらなるオープン化や構造分離・資本分離を含めたファイアー

ウォール規制の強化など、公正競争環境を整備するためのさらなる措置について検討を

行う。 

 ということでございます。なお、この基本方針についてご了解がいただけるようであ

れば、この基本方針をベースにいたしまして、私どもとしては速やかに「光の道」構想

実現に向けた工程表を作成して公表するということを考えているところでございます。 

 私のほうからの問題提起といいますか、政務三役としての考え方は以上でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

【小笠原総務審議官】  ありがとうございました。 

 それでは、皆様、ご発言をお願い申し上げます。 

【徳田座長代理】  私、電気通信市場の環境変化への対応検討部会の座長代理と、それ

から同部会に設置されました「ワイヤレスブロードバンド実現のための周波数検討ワー

キンググループ」の主査をさせていただいた立場から、今の基本方針（案）の④の部分

と⑤の第４世代移動通信システムに関して少しコメントを述べさせていただければと思

います。 

 ワイヤレスブロードバンドは日本の中に高速なブロードバンドを浸透していくという

上では非常に重要な技術でして、基本的にはスピードと、それからその規模ですね、そ

れを対処するというのが私たちのワーキンググループにおける課題でありました。それ
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で、４番目で指摘していただいているように、周波数利用者の移行コストの負担に関し、

オークションの考え方を取り入れた制度を創設するため、関係法律の改正案を次期通常

国会に提出するという、こういう電波法の一部改正を踏まえていただいた、スピード感

を持った移行方法、制度、これを是非実現していただければと思っております。 

 ちなみに、ワーキンググループでは２０１５年までに新たに３００メガの幅を超える

周波数を確保して、御存じのようにワイヤレスの分野ですとスマートフォンの普及を始

め、トラフィックが非常に急増しておりますので、わが国のブロードバンドを引っ張っ

ていく上の一つの方法として、このワイヤレスブロードバンドの帯域を確保するという

ことが急務だと思っておりますし、我々の日本の優位性を確保していく上でも諸外国に

先んじてスピードと規模確保していくということが大事だと思っております。 

 それから、５番目の第４世代移動通信システムに関して諸外国で実施されているオー

クションの導入についてということが書かれておりますけれども、これもワーキンググ

ループの最後の中で、いろいろな委員の方たちが、今回の移行スキームをさらに踏み込

んで、諸外国でやられているようなオークション制度も是非検討を進めるべきだという

ことを主張されている委員の方、たくさんいらっしゃいまして、私たち、技術的な流れ

を見ますと、先ほどのスピード感ということでは２０１２年ぐらいにＩＴＵによる国際

標準化がなされる予定と聞いておりますので、技術的な標準の策定、それから商用化等

の流れを見ますと、多分２０１５年、２０１６年ぐらいにはサービスインが始まってく

るのではないかということを考えておりますので、このオークションの議論、新しいオ

ークション制度の導入等に関しましても、このサービスインの時期を踏まえた形で議論

を進めていくことが大事だと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

【小笠原総務審議官】  ありがとうございました。 

 相田座長代理、ご発言まだいただいておりませんけれども、もし何かございましたら。 

【相田座長代理】  なかなか合同部会の方でまとめきれなかったところに対して副大臣

からまとめていただきまして、本当にありがとうございました。少し振り返ってみます

と、先ほど黒川座長からございましたけれども、意見の統一がなかなかできない、ある

いは違和感というのでしょうか、大きく分けて２つございました。 

 一つは、与えられた枠組みが２０１５年までにブロードバンド１００％実現というと

ころで、では２０１５年までにという枠で考えるとしたら、何をやれるのか、あるいは
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やったらいいのかということに対して、もっとそんなことを言わずに５０年、１００年

のスパンで何がいいのかというご意見と、時々それが対立とまでは申しませんけれども、

あったのかなと思います。 

 もう一つは、これは、先ほど、国際競争力強化検討部会、地球的課題検討部会からも

ございましたけれども、日本で現状で世界一速くて安いブロードバンドということが出

ている一方で、なかなか利活用の方が進まない。特にブロードバンド１００％利用とい

うことを目指したときに、インフラだけ準備してそれで大丈夫なのかということで、な

かなかそこのところが、かゆいところに手が届かないという印象も持っていたのですけ

れども、そこのところは本日の国際競争力強化検討部会、地球的課題検討部会の方で、

かなり明確な、何をやったらいいのかという方針を示していただいたので、かなり心強

い思いをしている次第でございます。 

【小笠原総務審議官】  ありがとうございました。 

 政務三役も含めまして何かございましたらご自由に意見交換を。 

【森田政務官】  大臣政務官の森田でございます。本当にすばらしい取りまとめができ

まして、構成員、そして座長の先生方には御礼を申し上げたいと思います。 

 「光の道」に関して、あるいはＩＣＴの利活用に関してさまざまなご提言やご意見も

いただいた中で、先ほど来出てきております予算編成に至る過程ではなかなか難しいと

ころもあったわけですが、おかげさまで、しかし、「光の道」を整備するための政策コ

ンテストであったり、今日の税調関連の議論におきましても、医療や教育、あるいは行

政とのパッケージというものを組み合わせることによって大方の政府の関係各位のご理

解も得られてきたようには思っております。さらに言えば、理念として遠いところ、弱

いところ、こういったところに公的部門の関与がありながら、できるだけ民間の方々に

頑張っていただくというところを取り入れてこれたように思っております。おかげさま

である程度腹の中にすとんと落ちるようなものができてきたと思っておりますので、御

礼申し上げたいと思っております。ありがとうございます。 

【岡座長代理】  国際競争力強化検討部会の報告を先ほどさせていただきましたが、そ

のフォローアップという観点からいくつか申し上げたいと思います。 

 １点目は、ＩＣＴの国際競争力強化のため、今後重点的に取り組んでいくプロジェク

トあるいは推進体制等々についてです。先ほどは総論・方向性についてご報告させてい

ただきましたが、これからは各論でこれらをフォローしていく必要があると考えており
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ます。例えば、具体的なプロジェクトを組成するための案件形成のあり方、あるいは組

成されたプロジェクトを実際にグローバル展開させるための推進体制が担うべき機能、

グローバル展開のために使い勝手のよいファイナンスの在り方など、このような具体的

な検討が必要かと思います。国際競争力の強化というのは喫緊の課題でありますので、

この具体策を検討する体制を早急に構築することを提案したいと思います。 

 ２点目は、標準化戦略に関しまして、国際標準化戦略に関する検討チームでご検討い

ただきました３Ｄやスマートグリッド等、製品、サービスに近い分野は、まずは今の検

討チームの体制を活かして、民間の実行組織を立ち上げて推進すべきと考えております。

その際、引き続き総務省のサポートをお願いし、官民連携で取り組むことが望ましいと

考えておりますので、よろしくご検討いただきたいと思います。 

  以上です。 

【小笠原総務審議官】  ありがとうございました。 

 金子座長、村上座長代理、先ほどから手が挙がっておりますが。 

【金子座長】  利用者の視点から一言だけ申し上げたいと思います。先ほど相田座長代

理からもご発言がありましたけれども、整備率は９０％を超えているが、利用率が三十

数％しかないということが大変気になっております。それだけ伸びしろがあるというこ

とかもしれませんが。過去の競争政策のレビュー部会、電気通信市場の環境変化への対

応検討部会で精力的に検討されたことに敬意を表しますが、経営形態とか組織形態がど

うであれ、２つのことが大事かと思っています。一つは、その導入、サービス選択、メ

ンテなどのワンストップサービスというんでしょうか、それをシームレスにできるよう

なことがないと、地方の方々にとってICTシステムはなかなか使いづらいということ。

もう一つはやはり通信費の負担というのが、世界的に見て日本は安いとはいってもやは

り個々の家庭の視点からすると高い。この２つを解決するというのはなかなか難しい課

題だと思いますが、今後、利用率を上げるというよりＩＣＴのパワーを広く使うために

は、これらの実現のために努力、工夫することが大事だと思っておりますので、引き続

き検討したいと思っております。 

  以上です。 

【小笠原総務審議官】  ありがとうございました。 

【村上座長代理】  ただいま平岡副大臣から「光の道」構想に対する基本方針をお出し

いただきましたが、これはきちんと言い切っていただいているということと、年度内と
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か、３年以内というような形できちんとタイムホライズンを明示していただいたことで、

この構想についての考え方は非常にしっかりと腹に入ったという感じがいたしておりま

す。 

 その中で、徳田座長代理から発言がありました４と５のワイヤレスの部分について一

言申し上げたいと思います。ワイヤレスについてはこの検討が始まった、おそらく第１

回だったと思いますけれども、「光の道」の議論には有線系と無線系一体で利用者の立

場から見る形で議論していただきたいということを申し上げました。結果的には議論は

有線系のブロードバンド化が中心になり、無線系についてはオークションについての考

え方が取りまとめられました。オークションについては、４はオークションの考え方を

取り入れた柔軟な電波料金制度ということで、これは非常に創造的なアプローチだと思

いますので、推進していくべきだと思います。５のほうはオークションの導入について

どう考えるべきかということが示されていると思います。 

 新しい技術の価値の表現を市場に委ねるというオークションの考え方は、それ自身一

つの合理性を持っているわけですが、必ずそのマーケットはオーバーシュートするかア

ンダーシュートするという性質を持っております。おそらく３Ｇの時代と４Ｇの時代で

は環境が全く違うと思います。現在の携帯電話は、国民生活に不可欠な社会インフラに

なっております。そういう中で、オークションの採用によって携帯電話料金をオーバー

シュートにさらすようなアプローチ、後戻りできないアプローチをどのぐらい、どんな

考え方でやるかというのは、ぜひ慎重に議論を進めていただきたいと思います。 

【小笠原総務審議官】  ありがとうございました。 

【山内座長】  一言だけ。ここで「光の道」の基本構想を出していただきましてどうも

ありがとうございました。私ども、先ほど部会のメンバーが言っていたように、私ども

で決めきれないといいますか、そういったことをこういう形でまとめていただいたこと

に対して感謝申し上げたいと思っております。 

 内容につきましては、我々の報告書の案を生かすような形で、あるいはそれを推進す

るような形をとっていただいておりますので、ぜひともこれをここに書かれたような形

でお進めいただければと思っております。 

 最後に、今のオークションのことでございますけれども、これはいろいろご議論があ

ると思いますが、確かに今、村上座長代理がおっしゃったような問題を抱えているわけ

でございますけれども、第４世代のときにどういう設計にしていくかということについ
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て、やはりこれ、今まで諸外国においても数多くの随分オークションが実施されていま

すので、そういった知見を生かして、次の制度設計に向けて生かすような形で進めれば

よろしいのではないかと思っております。 

 私が言うのも変でございますが、私のほうの案をこういうふうな形で具現をしていた

だきまして再度感謝申し上げます。 

【小笠原総務審議官】  ありがとうございました。 

 そろそろ時間になっておりますがよろしゅうございますでしょうか。最後に片山大臣

のほうから全体を総括しての一言をお願い申し上げます。 

【片山大臣】  冒頭申し上げましたけれども、先生方には長い間、密度の濃い、また奥

行きが深くて幅の広いご議論をいただきまして大変ありがとうございました。私どもの

これからのＩＣＴをめぐる政策づくりでありますとか行政の運営に非常に大きな力にな

ると思います。厚くお礼を申し上げます。 

 先ほど、山内座長始めご激励をいただいたと思うんですけれども、このたび「光の道」

構想に関する基本方針というものを出しましたが、これは今までの、この種のと言うと

失礼ですけれども、審議会などでご提言をいただいて即座に出るというのは、私も長い

間役人をやっていましたけれども、役所にいましたけれども、異例のことなんです。こ

れは一つは政務三役中心に政治主導でいろいろなことを進めていこうと。役所でいろい

ろなことを政策化するときにはいろいろな調整とか、それはもちろんありますけれども、

重要なことは政務三役を中心に政治主導で決めていこうという一つの政権交代をした後

の新政権の流儀というのがあると私は思います。 

 もう一つは、このたびは、どなたかからもお礼をいただきましたけれども、非常に大

胆な別途の提案も出てまいりまして、いわば本来の競争原理ではないかもしれませんけ

れども、競争的雰囲気というものがおのずから出てまいりましたので、行政としてもや

はりこの分野で「光の道」の構想を進める上では、迅速で効果的な対応をしなければい

けないというのは、私も直接別途の提案も数度伺いまして、そういう実感を得たところ

であります。そんなこともできるだけ早く必要なことはやっていこうと。それで検証し

て、さらに手を打つ必要があれば打っていこうという、こういうことでありますので、

きょう、いささか唐突であったかもしれませんけれども、こういうものをお出ししまし

たのは、今申し上げたような考えに基づくものでありますのでご理解を賜れればと思い

ます。 
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 それから最後に、これは金子座長のほうで取りまとめていただいた中に、私は非常に

重要な問題があったと思います。伺っていてすとんと腑に落ちるのが、ＩＣＴの政策パ

ラダイムの転換ということで、事業者中心から利用者中心へ、組織中心から国民中心へ、

技術中心から人間中心へと、これは私は非常に重要なことだと思うんです。これはこの

分野に限らず、いわばユニバーサルといいますか、あらゆる分野でこのことを忘れては

いけないと思うんですね。特に行政、役所は、やはり事業者のほうに目が向くとか、そ

れから組織が一番重要というような習性もあります。技術はもちろん重要でありますけ

れども、技術は何のためにあるかというと人間のためにあるわけでありまして、この非

常に重要なポイントというものはしっかりと受けとめさせていただきたいと思いますし、

私もかねがね役所の中で言っていることと符合するものですから、我が意を得たりで溜

飲を下げたような次第であります。特にこのＩＣＴの分野でこういう視点を見失わない

ように、みんなで共有をしながらやっていきたいと思います。 

 最後になりましたけれども、重ねて本当に先生方のこの問題に取り組んでいただきま

したご苦労に感謝を申し上げますとともに、今後ともいろいろお世話になる局面、場面

があろうかと思いますので、ぜひ今後ともこの問題についての叱咤激励、ご協力を賜れ

ればと思います。本当にありがとうございました。 

【小笠原総務審議官】  ありがとうございました。 

 以上をもちまして政策決定プラットフォーム第４回会合を終了させていただきます。 

 

 

以上 

 


